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出資型新事業創出支援プログラム（ＳＵＣＣＥＳＳ）における 

株式会社ＦｅｒｒｏｐｔｏＣｕｒｅへの出資決定について 
 

 
ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、出資型新事業創出支援プログラム（ＳＵＣ

ＣＥＳＳ）において、株式会社ＦｅｒｒｏｐｔｏＣｕｒｅ（本社：東京都千代田

区、代表取締役ＣＥＯ 大槻 雄士、以下「ＦｅｒｒｏｐｔｏＣｕｒｅ」という）

への出資を実行いたしました。 

ＦｅｒｒｏｐｔｏＣｕｒｅは、慶應義塾大学の研究成果に基づき、酸化ストレ

スによる細胞死フェロトーシスの誘導を利用したがん治療薬の開発を目指すス

タートアップです。 

がん細胞内で抗がん剤治療や代謝などにより活性酸素が蓄積すると、細胞内の

不飽和脂肪酸が酸化され、過酸化脂質が細胞内に蓄積しフェロトーシスという細

胞死を誘導します。一方、がん細胞はこれに対抗するため、抗酸化物質である還

元型グルタチオン（ＧＳＨ）を利用して、活性酸素により生成した過酸化脂質を

還元することで、フェロトーシスを抑制します。この抑制には、シスチントラン

スポーター（ｘＣＴ）やグルタチオンペルオキシダーゼ４（ＧＰＸ４）といった

たんぱく質や酵素などが関わっており、これらの抗酸化メカニズムを標的とする

フェロトーシス誘導療法は、新たながん治療戦略として注目されています。特に、

既存の抗がん剤に耐性を持つがんはフェロトーシスへの感受性が高いことが知

られているため、フェロトーシス誘導療法はいまだ治療法が十分でないがんに対

する新たな治療方法として期待されます。 

事業化に向けては、承認されている既存薬を転用して新たな疾患の治療薬とし

て開発する方法（ドラッグリポジショニング）をとっています。安全かつ早期に

開発を進められることが期待され、令和５年にトリプルネガティブ乳がん（難治

性の乳がん）を対象とした臨床試験を開始する計画です。 

ＦｅｒｒｏｐｔｏＣｕｒｅはＪＳＴの戦略的創造研究推進事業 チーム型研究

（ＣＲＥＳＴ）の研究課題「人工癌幹細胞を用いた分化制御異常解析と癌創薬研

究」（研究代表者：佐谷 秀行 慶應義塾大学 医学部 教授、研究期間：平成２

０年度～平成２５年度）、および、研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラ

ム 社会還元加速プログラム（ＳＣＯＲＥ） 大学推進型の研究課題「酸化ストレ

スを利用した新規抗がん剤の開発」（研究代表者：大槻 雄士 慶應義塾大学 医

学部 特任助教、研究期間：令和３年度）の研究開発成果を基に、令和４年５月

に設立されました。 
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＜企業概要＞ 

企業名 株式会社ＦｅｒｒｏｐｔｏＣｕｒｅ（フェロトキュア） 

設立日 令和４年５月 

本社所在地 東京都千代田区 

代表取締役ＣＥＯ 大槻 雄士 

事業内容 フェロトーシスの誘導による新規がん治療薬の開発 

 

＜事業展開＞ 

同社が開発するフェロトーシス誘導療法は、幅広いがんに対する治療効果が期待

されます。まずは非臨床試験の結果に基づき、より高い効果が期待できるトリプ

ルネガティブ乳がん（難治性の乳がん）を適応対象として、ドラッグリポジショ

ニングにより安全かつ早期に開発を進めることを計画しています。その後適応症

の拡大や、より高い効果や安全性を持つ新規薬剤の開発を行うことで事業を拡大

し、フェロトーシス創薬による「がんで困らない社会」の実現を目指します。 

  

＜お問い合わせ先＞ 

＜ＦｅｒｒｏｐｔｏＣｕｒｅに関すること＞ 

株式会社ＦｅｒｒｏｐｔｏＣｕｒｅ 

〒102-0071 東京都千代田区富士見１－３－１１ 

デュープレックス富士見 Ｂ’ｓ ４Ｆ 

担当：大槻 雄士 

E-mail：yotsuki[at]ferroptocure.com 

URL：https://ferroptocure.com/ 

 

＜ＳＵＣＣＥＳＳ事業に関すること＞ 

科学技術振興機構 スタートアップ・技術移転推進部 

スタートアップ出資・支援室 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

朝賀 克栄（アサカ カツエイ） 

Tel：03-6380-9014 Fax：03-5214-0017 

E-mail：entre[at]jst.go.jp 

ＪＳＴは平成２６年４月より「出資型新事業創出支援プログラム」（ＳＵＣＣＥＳＳ：

ＳＵｐｐｏｒｔ Ｐｒｏｇｒａｍ ｏｆ Ｃａｐｉｔａｌ Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ ｔ

ｏ Ｅａｒｌｙ－Ｓｔａｇｅ ＣｏｍｐａｎｉｅＳ）を実施しています。本事業は、ＪＳ

Ｔの研究開発成果の実用化を目指すベンチャー企業に対しＪＳＴが出資並びに人的お

よび技術的援助を行うことでその創出および成長を促進し、当該ベンチャー企業が行う

事業活動を通じてＪＳＴの研究開発成果の実用化・社会還元を促進することを目的とし

ています。出資を通じてＪＳＴがベンチャー企業の株主になることで、民間の資金を誘

引する「呼び水効果」も志向しています。 

ＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/entre/ 


